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一　
問
題
の
所
在

『
古
今
和
歌
六
帖
』（
以
下
、『
古
今
六
帖
』）
は
、
我
が
国
初
の
類
題

和
歌
集
で
、
平
安
中
期
、
十
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
と
さ
れ
な
が
ら
、

現
存
す
る
伝
本
は
、
江
戸
期
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

（
注
１
）。

も
ち
ろ
ん
、

鎌
倉
期
に
は
伝
本
が
何
本
か
あ
っ
た
よ
う
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底

本
に
採
用
さ
れ
て
い
る
桂
宮
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
本
を
書
写
あ
る

い
は
校
合
し
終
え
た
と
い
う
本
奥
書
が
あ
る
。

「
民
部
卿
本
」　

嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
春
下
旬
（
第
一
帖
奥
書
）

「
戸
部
御
本
」　

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
七
月　
（
第
三
帖
奥
書
）

「
入
道
右
大
弁
本
」「
家
長
朝
臣
本
」　

寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
十

二
月
十
九
日
（
同
）

「
民
部
卿
御
本
」　

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
三
月
廿
日
（
第
四
帖

奥
書
）

だ
が
、
現
時
点
で
は
そ
れ
ら
の
本
を
直
接
確
か
め
る
術
は
な
い
。「
作
歌

の
手
引
書
を
意
図
し
た
も
の
」

（
注
２
）

と
さ
れ
、
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
引
き

歌
の
出
典
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る

（
注
３
）な

ど
、
平
安
中
期
の
作
品
を
繙
く
に

あ
た
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
見
ら
れ
る
『
古
今
六
帖
』
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
伝
本
の
現
存
状
況
な
の
は
い
っ
た
い
な
ぜ
な
の
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
と
き
、
す
ぐ
に
念
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、『
新
撰
和
歌

六
帖
』（
以
下
、『
新
撰
六
帖
』）
の
存
在
で
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
の
歌

題
に
つ
い
て
、
家
良
・
為
家
・
知
家
・
信
実
・
光
俊
と
い
う
、
当
代
を

代
表
す
る
歌
人
た
ち
が
、
ひ
と
り
一
首
ず
つ
歌
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
六
月
か
ら
あ
る
程
度
の
期
間
を
お
い
た
時

期
」

（
注
４
）

に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
先
の
『
古
今
六
帖
』
桂
宮
本

福

田

智

子

『
新
撰
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
の
受
容
と
継
承
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の
本
奥
書
に
記
さ
れ
る
年
代
か
ら
、
十
数
年
後
に
あ
た
る
。

『
新
撰
六
帖
』
の
伝
本
の
現
存
数
や
後
世
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、『
新

編
国
歌
大
観
』
新
撰
和
歌
六
帖
解
題
（
安
井
久
善
氏
）
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　

本
作
品
の
伝
本
の
数
が
比
較
的
多
く
、
ま
た
夫
木
和
歌
抄
に
は
、

そ
の
編
者
藤
原
長
清
の
手
に
よ
っ
て
、
こ
の
六
帖
か
ら
実
に
八
〇

〇
余
首
、
す
な
わ
ち
こ
の
作
品
の
全
歌
数
の
約
三
分
の
一
が
採
入

さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
み
る
と
、
中
世
末
期
以
降
、
近
世
を
通

じ
て
、
こ
の
作
品
が
甚
だ
重
視
さ
れ
た
ら
し
い
形
跡
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
夫
木
和
歌
抄
』（
以
下
『
夫
木
抄
』）
へ
の
入
集
数
も
多

く
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
時
期
、
そ
し
て
近
世
以
降
も
、「
甚
だ

重
視
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、『
古
今
六
帖
』
は
、
こ
の
『
新
撰
六
帖
』
に
「
作
歌
の

手
引
き
書
」
と
し
て
の
役
割
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
見
方
も
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、

六
帖
題
和
歌
を
め
ぐ
る
ど
の
よ
う
な
歌
人
た
ち
の
動
き
が
あ
っ
た
の
か
。

そ
し
て
、
時
代
が
求
め
た
和
歌
表
現
の
受
容
と
継
承
の
あ
り
方
は
、
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
れ
ら
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、『
新
撰

六
帖
』
の
作
者
が
、『
古
今
六
帖
』
の
和
歌
表
現
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入

れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
前
述
の
と
お
り
、『
新
撰
六
帖
』

は
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
に
つ
い
て
歌
作
し
て
い
る

（
注
５
）の

だ
が
、
そ
の
際

に
は
お
そ
ら
く
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
の
み
な
ら
ず
、
和
歌
本
文
に
つ

い
て
も
参
看
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
、『
古

今
六
帖
』
は
類
題
和
歌
集
、
二
次
編
纂
の
歌
集
で
あ
り
、
個
々
の
和
歌

は
基
本
的
に
出
典
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、『
新
撰
六
帖
』
の
和
歌
表

現
の
中
に
、『
古
今
六
帖
』
所
収
歌
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
が
見
出
せ
た

と
し
て
も
、
実
際
に
は
、『
古
今
六
帖
』
の
出
典
と
な
っ
た
歌
集
そ
の
も

の
か
ら
発
想
し
た
上
で
の
作
歌
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
を
極
力

排
除
す
る
た
め
に
、
以
下
の
考
察
で
は
、
ま
ず
、『
古
今
六
帖
』
所
収
の

出
典
未
詳
歌
で
、『
新
撰
六
帖
』
成
立
時
ま
で
に
成
っ
た
歌
集
に
も
再
録

さ
れ
て
い
な
い
歌

（
注
６
）に

着
目
す
る
。『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
に
と
っ
て
、『
古

今
六
帖
』
に
し
か
載
っ
て
い
な
い
和
歌
の
、
そ
の
歌
に
し
か
見
い
だ
せ

な
い
表
現
が
、『
新
撰
六
帖
』
の
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
出

し
、
考
察
の
中
心
に
据
え
る
の
で
あ
る

（
注
７
）。

以
下
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、『
新
撰
六
帖
』
の
和
歌
表
現
を
、『
古
今
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
と
の

関
わ
り
の
中
で
見
出
し
て
い
く
。
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が
れ
木
」
を
第
三
句
に
置
く
が
、
後
に
こ
の
和
歌
が
『
夫
木
抄
』
に
収

め
ら
れ
る
際
に
は
、「
な
が
れ
木
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
注
９
）。

次
も
知
家
の
歌
で
あ
る
。

②
『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
三
八
八
九
番
「
さ
ね
か
づ
ら
」

な
き
名
の
み
た
つ
た
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る
人
あ
り
と
誰
か
い

ふ
ら
ん

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
一
〇
八
番
「
さ
ね
か
づ
ら
」　

知
家

お
も
ふ
こ
と
お
ほ
え
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る
と
あ
く
と
は
な
げ

き
つ
つ
の
み

第
二
句
か
ら
第
四
句
に
か
け
て
の
「
◯
◯
◯
の
山
の
さ
ね
か
づ
ら
く
る

…
…
」
と
い
う
表
現
に
着
目
し
た
い
。
◯
◯
◯
の
部
分
に
「（
な
き
名
の

み
）
立
つ
／
龍
田
の
山
」（
古
今
六
帖
）、「（
お
も
ふ
こ
と
）
多
（
し
）

／
大
江
の
山
」（
新
撰
六
帖
）
と
い
う
よ
う
に
、
地
名
を
掛
詞
に
し
て
配

置
す
る
と
い
っ
た
点
ま
で
、
知
家
の
歌
は
『
古
今
六
帖
』
の
和
歌
を
意

識
し
て
詠
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
結
句
「
な
げ
き
つ
つ
の
み
」

の
「
の
み
」
は
、『
古
今
六
帖
』
の
初
句
「
な
き
名
の
み
」
に
引
か
れ
た

か
。後

の
『
夫
木
抄
』
に
は
『
新
撰
六
帖
』
の
歌
が
収
め
ら
れ）

（注

（
注

、
ま
た
『
歌

枕
名
寄
』
に
は
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
竜
田
篇
の
「
山
」
題）

（（

（
注

に
、『
新

二　
同
じ
題
の
和
歌
を
詠
む

『
古
今
六
帖
』
を
「
作
歌
の
手
引
き
書
」
と
し
て
利
用
す
る
と
き
、
最

も
単
純
に
は
、『
新
撰
六
帖
』
は
、
こ
れ
か
ら
詠
も
う
と
す
る
『
古
今
六

帖
』
の
歌
題
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
和
歌
の
表
現
を
参

看
し
て
新
た
な
和
歌
を
詠
む
、
と
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
、

次
の
『
新
撰
六
帖
』
知
家
の
歌
を
見
よ
う

（
注
８
）。

①	

『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
、
一
七
八
六
番
「
し
ほ
」

な
に
は
が
た
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
つ
ね
な
れ
ば
お
も
ひ
お
も
は
ず
み

え
ぬ
る
も
の
を

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
一
一
〇
三
番
「
し
ほ
」　

知
家

難
波
が
た
塩
ひ
し
ほ
み
ち
な
が
れ
木
の
う
き
て
は
し
づ
む
身
こ
そ

つ
ら
け
れ

右
は
、
い
ず
れ
も
「
し
ほ
」
題
の
歌
群
中
の
一
首
で
あ
る
。『
新
撰
六

帖
』
知
家
歌
の
初
句
と
第
二
句
は
、『
古
今
六
帖
』
と
全
く
一
致
す
る
。

ま
た
、
第
四
句
「
う
き
て
は
／
し
づ
む
」
と
い
う
表
現
は
、『
古
今
六

帖
』
の
第
四
句
「
お
も
ひ
／
お
も
は
ず
」
の
対
比
か
ら
発
想
し
た
も
の

だ
ろ
う
。
な
お
、『
新
撰
六
帖
』
は
、『
古
今
六
帖
』
に
は
な
い
語
「
な
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撰
六
帖
』
の
方
は
丹
波
国
「
大
江
山
」
題）

（注

（
注

に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
た
。

な
お
、「
く
る
と
あ
く
と
」
と
い
う
表
現
は
、
つ
と
に
『
古
今
集
』
の

「
く
る
と
あ
く
と
め
か
れ
ぬ
も
の
を
梅
花
い
つ
の
人
ま
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら

む
」（
春
上
・
四
五
・
つ
ら
ゆ
き
・
家
に
あ
り
け
る
梅
花
の
ち
り
け
る
を

よ
め
る
）
と
い
う
歌
に
あ
る
が
、
そ
の
後
の
用
例
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
い
。
そ
の
『
古
今
集
』
の
歌
を
、『
古
今
六
帖
』
は
、
第
六
帖

「
む
め
」
題
（
四
一
二
八
番
）
に
収
め
る
他
、『
定
家
八
代
抄
』
も
採
歌

し
て
い
る）

（注

（
注

点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、『
新
撰
六
帖
』
自
体
に
も

他
に
二
首
、
光
俊
歌
（
第
六
帖
「
は
な
か
つ
み
」
二
〇
二
五
番
）
と
信

実
歌
（
同
「
ま
さ
き
」
二
一
六
九
番
）
に
、
こ
の
表
現
が
見
え
る
。

そ
の
信
実
に
も
、『
古
今
六
帖
』
を
念
頭
に
置
い
て
詠
ま
れ
た
と
思
し

き
歌
が
あ
る
。

③
『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
三
八
二
八
番
「
ぬ
な
は
」

こ
り
ず
ま
の
こ
も
り
え
に
お
ふ
る
う
き
ぬ
な
は
う
き
身
に
物
を
思

ふ
比
か
な

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
〇
三
九
番
「
ぬ
な
は
」　

信
実

こ
も
り
江
に
し
づ
み
だ
に
せ
ぬ
う
き
ぬ
な
は
く
る
し
き
こ
こ
ろ
い

や
か
さ
ぬ
ら
ん

「
こ
も
り
え
」
と
「
う
き
ぬ
な
は
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
意
外
と
他
に

見
当
た
ら
な
い
。『
古
今
六
帖
』
が
第
三
、
四
句
を
「
う
き
ぬ
な
は　

う

き
身
」
と
同
音
反
復
で
つ
な
ぐ
の
に
対
し
、『
新
撰
六
帖
』
信
実
歌
は
、

「
う
き
ぬ
な
は　

く
る
（
繰
る
／
苦
）
し
き
」
と
縁
語
と
掛
詞
を
用
い
て

新
味
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
歌
枕
名
寄
』
は
、

「
籠
江
」
題
の
和
歌
と
し
て
唯
一
、『
古
今
六
帖
』
歌
を
収
め
て
い
る）

（注

（
注

。

④
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
〇
一
三
番
「
思
ひ
わ
づ
ら
ふ
」

よ
の
な
か
を
お
も
ひ
さ
だ
む
る
ほ
ど
ば
か
り
わ
が
心
ち
に
も
ま
か

せ
た
ら
な
ん

＊	

『
新
撰
六
帖
』第
五
帖
、一
五
八
四
番
「
お
も
ひ
わ
づ
ら
ふ
」　

信
実

い
な
せ
と
も
お
も
ひ
さ
だ
め
ぬ
あ
ふ
こ
と
を
わ
が
心
に
も
ま
た
ぞ

ま
か
せ
ぬ

「
男
女
の
仲
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え
て
決
め
る
と
き
く
ら
い
は
、
私
の

気
持
ち
に
委
ね
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
恋
の
相
手
へ
の
誂
え
望
む
心
情

を
詠
ん
だ
『
古
今
六
帖
』
歌
を
踏
ま
え
、
信
実
は
、
逢
わ
な
い
と
も
逢

う
と
も
決
心
し
て
い
な
い
逢
瀬
な
ら
、
私
の
気
持
ち
に
委
ね
て
逢
っ
て

く
れ
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
ま
た
逢
っ
て
く
れ
な
い
と
は
、
と
い
う
嘆
き

を
、
傍
線
部
を
和
歌
の
骨
組
み
に
し
て
詠
ん
で
い
る
。
表
現
、
発
想
と

も
に
、
両
歌
の
関
わ
り
は
緊
密
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
信
実
の
初
句
「
い
な
せ
と
も
」
は
、『
後
撰
集
』
の
「
い
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な
せ
と
も
い
ひ
は
な
た
れ
ず
う
き
物
は
身
を
心
と
も
せ
ぬ
世
な
り
け
り
」

（
恋
五
・
九
三
七
・
伊
勢
・
お
や
の
ま
も
り
け
る
女
を
、
い
な
と
も
せ
と

も
い
ひ
は
な
て
と
申
し
け
れ
ば
）
に
拠
る
表
現
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

同
歌
は
『
伊
勢
集
』
に
も
見
出
さ
れ
る
が
、
諸
本
間
で
初
句
に
本
文
異

同
が
あ
り
、
正
保
版
本
歌
仙
家
集
一
六
番
で
は
「
い
な
せ
と
も
」
だ
が
、

西
本
願
寺
蔵
三
十
六
人
集
一
七
番
で
は
「
い
か
に
せ
ん
」
に
な
っ
て
い

る
点）

（注

（
注

に
は
注
意
を
要
し
よ
う
。
こ
の
伊
勢
の
歌
は
、『
源
氏
物
語
』
の
古

注
釈
書
に
お
い
て
も
『
源
氏
釈
』『
奥
入
』
か
ら
見
え
る
が
、『
古
今
六

帖
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

次
に
、
家
良
の
歌
を
見
よ
う
。

⑤
『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
三
八
五
三
番
「
わ
す
れ
ぐ
さ
」

わ
す
れ
ぐ
さ
た
ね
の
か
ぎ
り
は
は
て
な
な
ん
人
の
心
に
ま
か
せ
ざ

る
べ
く

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
〇
六
一
番
「
わ
す
れ
草
」　

家
良

う
き
を
い
と
ふ
人
の
心
に
ま
か
せ
ず
は
わ
す
る
る
草
の
た
ね
や
た

え
ま
し

『
新
撰
六
帖
』
の
家
良
歌
、
と
く
に
傍
線
部
か
ら
は
、『
伊
勢
物
語
』
第

二
十
一
段
の
「
今
は
と
て
忘
る
る
草
の
た
ね
を
だ
に
人
の
心
に
ま
か
せ

ず
も
が
な
」（
三
九
番
）
が
、
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

『
伊
勢
物
語
』
の
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
に
は
収
め
ら
れ
な
い
が
、『
古
今

六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
と
も
に
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
の
「
人
の
心
」
に

「
忘
れ
草
の
種
」
を
「
蒔
く
」
と
い
う
語
の
組
み
合
わ
せ
を
共
有
し
な
が

ら
詠
み
継
が
れ
て
い
る
と
捉
え
得
る
。
こ
こ
に
、
表
現
の
系
譜
が
見
出

さ
れ
る
の
だ
が
、
や
は
り
、
恋
人
が
自
分
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
忘
れ

草
の
種
は
す
べ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
『
古
今
六

帖
』
歌
が
あ
っ
て
こ
そ
、
も
う
つ
ら
い
思
い
を
す
る
の
は
い
や
だ
、
恋

人
を
忘
れ
た
い
と
思
う
人
の
心
に
蒔
か
せ
る
こ
と
で
、
忘
れ
草
の
種
は

尽
き
る
の
だ
、
と
い
う
『
新
撰
六
帖
』
の
発
想
が
生
き
る
だ
ろ
う）

（注

（
注

。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
古
今
六
帖
』「
わ
す
れ
ぐ
さ
」
題
の
歌
（
三
八
五

三
番
）
は
、
七
首
中
七
番
目
、
最
も
末
尾
に
位
置
し
て
い
る
が
、
家
良

が
歌
題
の
最
末
尾
の
歌
に
着
目
し
て
詠
ん
だ
歌
は
他
に
も
あ
る
。「
か
ほ

ど
り
」
題
の
歌
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
『
古
今
六
帖
』
の
歌
（
四

四
八
八
番
）
は
、
出
典
未
詳
歌
で
は
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
人
麿

集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

⑥
『
古
今
六
帖
』
第
六
、
四
四
八
八
番
「
か
ほ
ど
り
」

夕
さ
れ
ば
野
べ
に
鳴
く
て
ふ
か
ほ
ど
り
の
か
ほ
に
み
え
つ
つ
わ
す

ら
れ
な
く
に

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
六
一
六
番
「
か
ほ
ど
り
」　

家
良

夕
さ
れ
ば
ま
ほ
に
も
み
え
ぬ
か
ほ
ど
り
の
声
も
ほ
の
か
に
か
す
む
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野
べ
か
な

「
か
ほ
ど
り
（
顔
鳥
）」
が
ど
の
よ
う
な
鳥
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い

と
さ
れ
る）

（注

（
注

が
、
夕
方
に
な
る
と
野
辺
に
鳴
く
鳥
で
、
そ
の
「
顔
」
と
い

う
名
か
ら
「
見
ゆ
」
と
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
、
和
歌
表
現
と
し
て
の

本
意
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現
授
受
の
あ
り
方
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
古
今
六
帖
』
諸
本
に
お
い
て
、
初
句
「
夕
さ
れ

ば
」
が
「
春
さ
れ
ば
」
に
な
っ
て
い
る
伝
本
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
存
在

す
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
文
庫
蔵
和
学
講
談
所
旧
蔵
本
、
神
宮
文
庫
蔵

宮
崎
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。
後
者
に
は
「
夕
」
と
い
う
朱
書
き
傍
書
が

あ
り
、
ま
た
、
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
旧
蔵
本
で
は
、
本
行
本
文
「
夕

さ
れ
は
」
の
「
夕
」
に
右
傍
書
「
春
」
と
あ
る）

（注

（
注

。
ま
た
、『
人
麿
集
』
に

お
い
て
も
、「
ゆ
ふ
さ
れ
は
」
が
、
書
陵
部
本
五
〇
一
・
四
七
（
三
七
一

番
）、
冷
泉
家
本
『
詞
林
采
葉
抄
人
丸
集
』
所
収
「
人
丸
集
」（
六
七
番
）

に
見
え
る
の
に
対
し
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
義
空
本
は
、「
ハ
ル
サ

レ
ハ
」（
五
二
九
番
）
に
な
っ
て
い
る）

（注

（
注

。
だ
が
、
少
な
く
と
も
『
新
撰
六

帖
』
は
、「
夕
さ
れ
ば
」
と
い
う
本
文
で
、
こ
の
歌
を
享
受
し
て
い
た
と

推
察
さ
れ
る
。

さ
て
、
本
論
に
戻
ろ
う
。「
か
ほ
ど
り
」
題
の
歌
は
、『
古
今
六
帖
』

に
は
三
首
、『
新
撰
六
帖
』
に
は
五
首
が
収
め
ら
れ
る
。
先
に
触
れ
た
と

お
り
、「
か
ほ
ど
り
」
題
の
歌
に
お
い
て
も
、
家
良
は
、『
古
今
六
帖
』

の
同
題
末
尾
の
歌
に
着
目
し
て
作
歌
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
新
撰
六

帖
』
の
家
良
の
次
に
歌
を
配
さ
れ
る
為
家
は
、「
わ
す
ら
れ
ぬ
そ
の
お
も

か
げ
は
か
ほ
ど
り
の
こ
ゑ
き
く
に
だ
に
ね
は
な
か
れ
つ
つ
」（
二
六
一
七

番
）
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
お
り
、『
古
今
六
帖
』
の
こ
の
歌
の
結
句
「
わ

す
ら
れ
な
く
に
」
を
受
け
て
、
初
句
「
わ
す
ら
れ
ぬ
」
を
詠
み
出
し
た

よ
う
に
も
見
え
る
。
さ
す
が
に
こ
れ
以
上
の
憶
測
は
差
し
控
え
る
が
、

『
新
撰
六
帖
』
の
作
歌
に
際
し
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
を
参
看
す
る
度
合

い
は
、
実
際
に
『
古
今
六
帖
』
の
表
現
を
用
い
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

想
像
以
上
に
大
き
い
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、『
古
今
六
帖
』
に
は
、
歌
に
詠
ま
れ
る
例
の
少
な
い
、
珍

し
い
語
を
歌
題
と
し
た
箇
所
が
あ
る
。
先
の
「
か
ほ
ど
り
」
も
そ
の
一

例
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
歌
題
に
つ
い
て
新
た
に
歌
を
詠
む
場
合
は
、

自
ず
と
『
古
今
六
帖
』
所
収
歌
本
文
に
も
、
よ
り
目
配
り
す
る
必
要
が

出
て
こ
よ
う
。
次
に
挙
げ
る
『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
歌
は
、
そ
の
類
の

作
と
見
ら
れ
る
。

⑦
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
三
六
四
番
「
ひ
と
り
」

た
き
も
の
の
こ
の
し
た
け
ぶ
り
ふ
す
ぶ
と
も
わ
れ
ひ
と
り
を
ば
し

な
す
ま
じ
や
は

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
七
八
七
番
「
ひ
と
り
」　

為
家

た
き
も
の
の
く
ゆ
る
け
ぶ
り
の
し
た
む
せ
び
わ
れ
ひ
と
り
と
や
身
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を
こ
が
す
ら
ん

と
も
に
薫
物
を
薫
く
「
火
取
り
」
と
「
一
人
」
と
の
掛
詞
を
用
い
て
お

り
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
「
た
き
も
の
」「
こ
（
籠
）」「
け
ぶ
り
」「
ふ

す
（
燻
）
ぶ
」「
ひ
と
り
」、『
新
撰
六
帖
』
で
も
「
た
き
も
の
」「
燻
（
く

ゆ
）
る
」「
け
ぶ
り
」「
し
た
む
せ
（
下
咽
）
び
」「
ひ
と
り
」「
こ
（
焦
）

が
す
」
と
い
っ
た
縁
語
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。「
ひ
と
り
」
を
掛
詞
や

縁
語
を
用
い
て
詠
む
際
に
は
、
こ
れ
以
上
、
工
夫
の
余
地
は
な
い
と
い
っ

た
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。『
河
海
抄
』
は
『
古
今
六
帖
』
歌
を
引
用
し
、
ま

た
、『
夫
木
抄
』
は
、「
火
取
」
題
の
和
歌
と
し
て
、『
古
今
六
帖
』
の
同

題
和
歌
二
首
と
、『
新
撰
六
帖
』
の
為
家
・
知
家
・
光
俊
の
和
歌
各
一
首

の
計
五
首
を
列
挙
す
る）

注注

（
注

。

ま
た
、
次
の
「
山
ち
さ
」
は
、『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
植
物
で
あ
る）

注（

（
注

が
、
そ
れ
以
降
の
用
例
と
し
て
は
、『
古
今
六
帖
』
に
三
首
収
め
ら
れ
る

く
ら
い
で
、
和
歌
に
は
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、『
古
今
六

帖
』
の
「
山
ち
さ
」
題
の
最
後
、
三
首
目
の
四
三
二
四
番
に
見
ら
れ
る

「
や
ま
ち
さ
の
花
」
と
「
し
ら
雲
」
と
の
組
み
合
わ
せ
を
、『
新
撰
六
帖
』

が
同
じ
く
用
い
て
い
る
点
は
、
一
見
、
あ
り
ふ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

未
だ
他
例
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る）

注注

（
注

。

⑧
『
古
今
六
帖
』
第
六
帖
、
四
三
二
四
番
「
山
ち
さ
」

わ
が
ご
と
く
人
め
ま
れ
ら
に
お
も
ふ
ら
し
し
ら
雲
ふ
か
く
や
ま
ち

さ
の
花

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
五
二
七
番
「
や
ま
ち
さ
」　

為
家

さ
く
と
だ
に
た
れ
か
は
し
ら
ん
し
ら
く
も
の
は
れ
せ
ぬ
山
の
や
ま

ち
さ
の
は
な

そ
れ
で
は
、
本
節
の
最
後
に
、『
新
撰
六
帖
』
の
五
人
の
作
者
の
う
ち
、

最
も
若
い
と
見
ら
れ
る
光
俊
の
歌
を
見
よ
う
。

⑨
『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
、
一
六
六
一
番
「
江
」

い
せ
の
う
み
の
を
の
の
み
な
と
の
な
が
れ
え
の
な
が
れ
て
も
み
ん

ひ
と
の
こ
こ
ろ
を

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
一
〇
四
〇
番
「
江
」　

光
俊

し
ほ
む
か
ふ
を
の
の
み
な
と
の
な
が
れ
え
と
な
ほ
こ
ぎ
か
ね
て
と

ま
る
伊
勢
舟

「
な
が
れ
え
（
流
れ
江
）」
自
体
、
和
歌
に
詠
む
に
は
珍
し
い
語
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る）

注注

（
注

。
そ
の
上
、「
を
の
の
み
な
と
の
な
が
れ
え
」
と
い
う
表

現
は
と
い
う
と
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
す
る
限
り
、
右
の
二
首
を
見

出
す
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
後
の
薬
師
寺
公
義
（
元

可
入
道
）
の
「
霜
枯
の
蘆
の
落
葉
の
な
か
れ
江
に
数
そ
ふ
を
の
ゝ
湊
舟
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か
な
」（
公
義
集
・
一
八
三
・
寒
蘆
））

注注

（
注

と
い
っ
た
類
例
を
わ
ず
か
に
拾
う

こ
と
は
で
き
る
が
、
や
は
り
あ
り
ふ
れ
た
表
現
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

『
新
撰
六
帖
』
の
光
俊
歌
が
『
古
今
六
帖
』
を
参
看
し
た
跡
を
、
こ
こ
に

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
の
ひ
と

り
で
あ
る
為
家
の
単
独
撰
に
成
る
『
続
後
撰
集
』
に
、
こ
の
『
古
今
六

帖
』
の
歌
は
、
恋
部
に
、「
題
し
ら
ず
」「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
し
て
採

ら
れ
て
い
る）

注注

（
注

。『
新
撰
六
帖
』
成
立
か
ら
間
を
置
か
な
い
時
期
に
お
け
る

為
家
の
、
こ
の
『
古
今
六
帖
』
の
歌
に
対
す
る
評
価
が
垣
間
見
え
る
。

ま
た
、『
夫
木
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
が
、
そ
れ
ぞ
れ
『
古
今
六
帖
』『
新
撰

六
帖
』
の
歌
を
収
め
て
い
る）

注注

（
注

点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

次
は
、
以
前
、
拙
稿）

注注

（
注

で
も
取
り
上
げ
た
こ
と
の
あ
る
「
う
き
」
題
の

歌
で
あ
る
。

⑩
『
古
今
六
帖
』
第
三
帖
、
一
六
九
〇
番
「
う
き
」

あ
し
の
ね
の
よ
わ
き
心
は
う
き
こ
と
に
ま
づ
を
れ
ふ
し
て
根
ぞ
な

が
れ
け
る

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
三
帖
、
一
〇
五
五
番
「
う
き
」　

光
俊

う
へ
見
え
ぬ
う
き
に
お
ひ
た
る
あ
し
の
ね
の
よ
わ
き
こ
こ
ろ
ぞ
身

を
ば
し
づ
め
ん

「
う
き
（
泥
土
）」
題
の
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
で
も
三
首
（
一
六
八
八
～

一
六
九
〇
番
）
し
か
な
い
が
、『
新
撰
六
帖
』
の
こ
の
光
俊
歌
は
、
そ
の

末
尾
の
歌
の
表
現
を
念
頭
に
置
い
た
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点

で
は
、
先
の
家
良
の
⑤
⑥
、
為
家
の
⑧
の
用
例
、
と
く
に
⑥
や
⑧
の
例

が
想
起
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
光
俊
の
歌
は
、『
古
今
六
帖
』
の
「
あ
し
の
ね
の
よ
わ
き
心
」

と
い
う
表
現
や
、
掛
詞
「
う
き
（
泥
土
／
憂
き
）」
を
そ
の
ま
ま
用
い
、

そ
れ
ら
の
表
現
に
、
初
句
「
う
へ
見
え
ぬ
」
と
結
句
「
身
を
ば
し
づ
め

ん
」
で
、
沈
淪
の
情
を
付
加
す
る
と
い
っ
た
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
。「
あ
し

の
ね
の
よ
わ
き
心
」
と
い
う
表
現
は
、
現
時
点
で
は
他
例
を
見
ず
、
ま

た
、『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
歌
集
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
、『
夫
木
抄
』

他
の
後
世
の
歌
集
へ
の
再
録
も
確
認
し
て
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、『
新

撰
六
帖
』
作
歌
時
の
『
古
今
六
帖
』
歌
本
文
参
看
を
、
よ
り
明
示
す
る

例
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

光
俊
に
は
他
に
も
、『
古
今
六
帖
』
の
同
題
歌
を
も
と
に
詠
ん
だ
と
考

え
得
る
『
新
撰
六
帖
』
歌
が
あ
る
。

⑪
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
二
七
四
四
番
「
一
夜
へ
だ
つ
」

な
よ
た
け
に
え
だ
さ
し
か
は
す
し
の
す
す
き
よ
ま
ぜ
に
み
え
む
君

は
た
の
ま
じ

＊	

『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
四
二
〇
番
「
一
夜
へ
だ
て
た
る
」　

光

俊
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山
が
つ
の
か
き
ほ
に
か
こ
ふ
わ
れ
竹
の
よ
ま
ぜ
に
な
ど
て
あ
ひ
見

そ
め
け
ん

こ
の
「
よ
ま
ぜ
（
夜
交
ぜ
）」
と
い
う
語
が
歌
に
詠
ま
れ
る
の
も
、
き
わ

め
て
稀
で
あ
る）

注注

（
注

が
、
光
俊
は
、
さ
ら
に
「（
な
よ
／
わ
れ
）
竹
」
の
「
節

（
よ
）」
か
ら
「
夜
（
交
ぜ
）」
を
導
き
、『
古
今
六
帖
』
の
「
一
晩
お
き

に
通
っ
て
来
る
人
を
当
て
に
す
ま
い
」
と
い
う
意
志
に
対
し
、「
ど
う
し

て
一
晩
お
き
に
逢
い
始
め
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
後
悔
に
転
換
し
て
い

る
。な

お
、『
夫
木
抄
』
は
、『
古
今
六
帖
』
歌
を
「
薄
」
題）

注注

（
注

に
、
ま
た
、

『
新
撰
六
帖
』
歌
を
「
わ
れ
竹
」
題）

注注

（
注

に
配
す
る
。『
夫
木
抄
』
の
「
わ
れ

竹
」
題
の
歌
は
、『
新
撰
六
帖
』
の
歌
、
た
だ
一
首
の
み
で
あ
る
。

三　
異
な
る
題
の
和
歌
を
詠
む

さ
て
、
こ
こ
ま
で
『
新
撰
六
帖
』
が
『
古
今
六
帖
』
の
和
歌
本
文
を

念
頭
に
、
同
題
の
歌
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
例
を
列
挙
し
て
き
た
が
、

や
は
り
、
歌
を
詠
む
際
に
参
看
す
る
歌
は
、
同
題
の
歌
の
み
と
は
限
ら

な
い
。
先
の
『
新
撰
六
帖
』
一
四
二
〇
番
の
光
俊
歌
も
、
視
点
を
変
え

る
と
、
次
の
『
古
今
六
帖
』
の
歌
と
の
表
現
の
一
致
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

⑫
『
古
今
六
帖
』
第
四
帖
、
二
一
七
七
番
「
ざ
ふ
の
思
」

山
が
つ
の
か
き
ほ
に
か
こ
ふ
ま
せ
が
き
の
ま
せ
た
り
き
と
も
見
え

し
き
み
か
な

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、一
四
二
〇
番
「
一
夜
へ
だ
て
た
る
」　

光
俊

山
が
つ
の
か
き
ほ
に
か
こ
ふ
わ
れ
竹
の
よ
ま
ぜ
に
な
ど
て
あ
ひ
見

そ
め
け
ん

両
歌
は
、
初
句
と
第
二
句
が
全
く
一
致
す
る
。『
新
撰
六
帖
』
の
歌
の
題

は
「
一
夜
へ
だ
て
た
る
」
だ
が
、
こ
こ
で
踏
ま
え
て
い
る
の
は
『
古
今

六
帖
』
の
「
ざ
ふ
の
思
」
題
の
一
首
で
あ
っ
た

）
注（

（
注

。
そ
こ
に
、『
古
今
六

帖
』
の
歌
本
文
に
ひ
と
わ
た
り
目
を
通
し
、
歌
題
を
越
え
て
、
そ
の
表

現
を
作
歌
に
生
か
そ
う
と
い
う
意
志
が
窺
え
る
。
な
お
、『
新
撰
六
帖
』

の
歌
は
、
前
述
の
と
お
り
、『
夫
木
抄
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
古

今
六
帖
』
の
方
は
、『
夫
木
抄
』
に
見
え
な
い
。

次
は
、
家
良
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
五
首
続
け
て
考
察
す

る
。⑬

『
古
今
六
帖
』
第
二
、
一
〇
八
九
番
「
み
ち
」

た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
の
ち
ま
た
に
い
も
ま
つ
と
た
ち
た
る
ほ
ど
に
よ

は
更
け
に
け
り

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
八
〇
六
番
「
ふ
え
」　

家
良
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玉
ぼ
こ
の
み
ち
の
ち
ま
た
に
ふ
く
ふ
え
の
こ
こ
ろ
ば
か
り
は
ゆ
か

ぬ
も
の
か
は

「
た
ま
ぼ
こ
の
み
ち
の
ち
ま
た
に
」
と
い
う
表
現
は
、『
新
撰
六
帖
』
の

時
代
ま
で
は
、
未
だ
他
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
の
よ

う
に
「
み
ち
」
題
で
あ
れ
ば
、
詠
ま
れ
そ
う
な
表
現
で
あ
る
が
、『
新
撰

六
帖
』
で
は
、「
ふ
え
」
題
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。「
み
ち
」
は

「
ゆ
く
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
「
こ
こ
ろ
ゆ
く
」（
満
足
す
る
）

と
い
う
表
現
を
発
想
し
、
道
々
、
心
ゆ
く
ま
で
笛
を
吹
き
歩
く
気
持
ち

を
詠
ん
で
い
る
。『
夫
木
抄
』
は
、
こ
の
『
新
撰
六
帖
』
の
歌
を
「
笛
」

題
に
収
め
る）

注注

（
注

。

な
お
、「
み
ち
の
ち
ま
た
」
と
い
う
表
現
な
ら
ば
、『
新
撰
六
帖
』
第

一
帖
「
な
ご
し
の
は
ら
へ
」
題
の
歌
に
も
、「
ふ
け
ぬ
る
か
み
ち
の
ち
ま

た
に
み
そ
ぎ
し
て
ぬ
さ
き
り
す
つ
る
む
ら
の
さ
と
人
」（
一
〇
五
番
）
と

い
う
光
俊
の
歌
が
あ
る
。
和
歌
に
お
け
る
稀
な
表
現
で
あ
る
だ
け
に
、

『
古
今
六
帖
』
一
〇
八
九
番
歌
の
影
響
が
示
唆
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
光
俊
歌
も
、『
夫
木
抄
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る）

注注

（
注

。

⑭
『
古
今
六
帖
』
第
二
、
一
〇
四
八
番
「
も
り
」
き
の
ら
う
女

山
城
の
い
は
た
の
も
り
の
は
は
そ
は
ら
い
は
ね
ど
秋
は
色
づ
き
に

け
り

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
一
帖
、
四
〇
一
番
「
し
ぐ
れ
」　

家
良

は
つ
し
ぐ
れ
ひ
と
に
ふ
れ
ば
や
山
し
ろ
の
い
は
た
の
も
り
は
い
ろ

づ
き
に
け
り

「
山
城
の
い
は
た
の
も
り
」
は
、『
万
葉
集
』
に
見
え
る）

注注

（
注

が
、「
色
付
く
」

こ
と
を
詠
ん
だ
例
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を
検
し
て
も
、
こ
れ
ら
二
首

の
み
で
あ
る
。『
新
撰
六
帖
』
の
方
は
、
後
に
『
新
後
撰
集
』
に
採
ら

れ
）
注注

（
注

、
さ
ら
に
こ
れ
を
出
典
と
し
て
、『
歌
枕
名
寄
』
が
採
歌
し
て
い
る）

注注

（
注

。

⑮
『
古
今
六
帖
』
第
三
、
一
五
八
七
番
「
か
は
」

大
井
川
お
ろ
す
い
か
だ
の
い
か
な
れ
ば
な
が
れ
て
つ
ね
に
こ
ひ
し

か
る
ら
ん

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
四
帖
、
一
二
五
一
番
「
う
ら
み
」　

家
良

お
ほ
井
が
は
い
か
だ
の
は
す
け
い
か
ば
か
り
う
き
に
つ
け
て
も
恋

し
か
る
ら
ん

「
大
井
川
」
の
「
い
か
だ
」
は
、
勅
撰
集
に
お
い
て
は
『
拾
遺
集
』
の

「
大
井
河
く
だ
す
い
か
だ
の
み
な
れ
ざ
を
見
な
れ
ぬ
人
も
こ
ひ
し
か
り
け

り
」（
恋
一
・
六
三
九
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
が
初
出
で
あ

り
、『
古
今
六
帖
』
歌
も
そ
の
系
譜
に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、『
新

撰
六
帖
』
の
結
句
「
こ
ひ
し
か
る
ら
ん
」
は
、
や
は
り
『
古
今
六
帖
』
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歌
か
ら
来
る
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
古
今
六
帖
』
の
「
い
か
だ

の
い
か
な
れ
ば
」
と
い
う
同
音
反
復
も
、
家
良
の
「
い
か
だ
の
…
…
い

か
ば
か
り
」
の
発
想
の
も
と
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
こ
の
『
古
今

六
帖
』
歌
が
初
め
て
勅
撰
集
に
採
ら
れ
る
の
は
、『
新
後
拾
遺
集
』）

注注

（
注

で
、

十
四
世
紀
後
半
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

⑯
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
二
八
八
六
番
「
お
ど
ろ
か
す
」

あ
し
ひ
き
の
山
だ
の
ひ
た
の
ひ
た
ぶ
る
に
わ
す
る
る
人
を
お
ど
ろ

か
す
か
な

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
二
帖
、
六
四
一
番
「
あ
き
の
田
」　

家
良

足
曳
の
山
田
に
か
く
る
ひ
た
ぶ
る
に
あ
な
物
さ
び
し
秋
の
夕
ぐ
れ

『
古
今
六
帖
』
歌
で
は
、
第
二
句
ま
で
が
同
音
反
復
で
「
ひ
た
ぶ
る
に
」

を
導
く
序
詞
で
、
歌
題
と
の
整
合
性
は
結
句
「
お
ど
ろ
か
す
か
な
」
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。『
新
撰
六
帖
』
は
、『
古
今
六
帖
』
の
上
句
に
詠
ま

れ
た
情
景
そ
の
も
の
を
歌
材
と
し
て
、「
あ
き
の
田
」
題
の
歌
に
用
い
、

夕
暮
れ
の
寂
し
さ
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
内
容
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑰
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
四
七
九
番
「
い
ろ
」

と
し
ふ
れ
ど
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
君
を
し
も
い
か
な
る
い
ろ
に
お
も

ひ
そ
め
け
ん

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
八
八
六
番
「
み
ど
り
」　

家
良

と
し
を
へ
て
色
も
か
は
ら
ぬ
た
か
さ
ご
の
松
の
み
ど
り
は
た
れ
か

そ
め
け
む

「
い
ろ
」
と
「
み
ど
り
」
と
は
、
歌
題
と
し
て
は
同
じ
部
類
に
属
す
る
だ

ろ
う
が
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
が
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
自
分
に
な
び
い

て
く
れ
な
い
恋
の
相
手
の
頑
な
さ
と
、
そ
の
よ
う
な
人
を
ど
う
し
て
恋

い
慕
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
恋
の
悩
み
を
詠
む
の
に

対
し
、『
新
撰
六
帖
』
は
、
常
盤
の
高
砂
の
松
を
寿
ぐ
。「
と
し
（
ふ
れ

ど
／
を
へ
て
）
い
ろ
も
か
は
ら
ぬ
…
…
（
お
も
ひ
／
た
れ
か
）
そ
め
け

ん
」
と
い
う
一
首
の
骨
組
み
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
第
三
、
四
句
を
中

心
に
、
全
く
異
な
る
内
容
を
詠
み
込
む
こ
と
で
新
た
な
和
歌
を
詠
む
と

い
う
方
法
が
見
え
る
。

以
上
は
家
良
の
歌
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
知
家
の
歌
に
も
目
を
向
け

て
み
よ
う
。

⑱
『
古
今
六
帖
』
第
二
帖
、
九
〇
四
番
「
山
」

つ
の
国
の
い
く
た
の
や
ま
の
い
く
た
び
か
わ
が
い
た
づ
ら
に
ゆ
き

か
へ
る
ら
ん

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
二
帖
、
七
六
八
番
「
く
に
」　

知
家

あ
ま
の
す
む
さ
と
を
ば
か
れ
ず
つ
の
国
の
い
く
た
び
な
み
の
た
ち
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か
へ
る
ら
む

「
つ
の
国
の
い
く
た
」
か
ら
「
い
く
た
び
」
と
続
け
る
例
は
、『
拾
遺
集
』

に
あ
る
。「
つ
の
く
に
の
い
く
た
の
池
の
い
く
た
び
か
つ
ら
き
心
を
我
に

見
す
ら
ん
」（
恋
四
・
八
八
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
題
し
ら
ず
）
と
い
う

歌
で
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
の
歌
を
含
め
て
、
表
現
の
系
譜
が

見
出
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
古
今
六
帖
』
と
『
新
撰

六
帖
』
に
お
け
る
結
句
「（
ゆ
き
／
た
ち
）
か
へ
る
ら
ん
」
の
類
似
で
あ

ろ
う
。
や
は
り
『
新
撰
六
帖
』
の
歌
が
、『
古
今
六
帖
』
歌
を
念
頭
に
置

い
た
詠
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。『
古

今
六
帖
』
の
歌
は
、
後
に
『
歌
枕
名
寄
』
生
田
篇
、「（
生
田
）
山
」
題

に
、
唯
一
採
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

注注

（
注

。

次
は
、
知
家
の
「
か
ば
ざ
く
ら
」
題
の
歌
で
あ
る
。

⑲
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
四
〇
六
番
「
ふ
え
」

か
ら
た
け
の
こ
ち
く
の
こ
ゑ
も
き
か
せ
な
ん
あ
な
う
れ
し
と
も
お

も
ひ
し
る
べ
く

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
六
帖
、
二
三
五
八
番
「
か
ば
ざ
く
ら
」　

知
家

か
ら
竹
の
ふ
え
に
ま
く
て
ふ		

か
ば
ざ
く
ら		

は
る
お
も
し
ろ
く
か

ぜ
ぞ
ふ
く
な
る

『
古
今
六
帖
』
題
目
録
で
は
、
第
六
帖
に
「
か
ば
ざ
く
ら
」
の
名
も
見
え

る
が
、
本
文
で
は
、「
か
ば
ざ
く
ら
」
で
は
な
く
、「
か
に
は
ざ
く
ら
」

の
題
が
存
す
る
。「
か
ば
ざ
く
ら
」
は
、
あ
る
い
は
「
か
に
は
ざ
く
ら
」

の
こ
と
か
と
も
考
え
得
る
が
、
た
だ
一
首
の
「
か
に
は
ざ
く
ら
」
題
の

歌
が
、
物
名
歌
「
か
づ
け
ど
も
な
み
の
な
か
に
は
さ
ぐ
ら
れ
で
風
ふ
く

ご
と
に
う
き
し
づ
む
玉
」（
四
二
一
六
番
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
古
今

六
帖
』
に
は
「
か
ば
ざ
く
ら
」
の
歌
は
載
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る）

注注

（
注

。

『
新
撰
六
帖
』
は
、『
古
今
六
帖
』
の
題
目
録
に
拠
っ
て
題
を
設
定
し
た

と
思
し
い
が
、
そ
う
す
る
と
、「
か
ば
ざ
く
ら
」
の
例
歌
は
、
少
な
く
と

も
現
在
確
認
で
き
る
『
古
今
六
帖
』
諸
本
か
ら
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

そ
こ
で
知
家
は
、「
か
ら
た
け
（
唐
竹
）」
と
い
う
、
ま
ず
和
歌
に
は

詠
ま
れ
な
い
語
を
『
古
今
六
帖
』「
ふ
え
」
題
の
歌
に
見
出
し
て
い
た
の

を
、
樺
巻
の
笛
を
詠
む
こ
と
で
、「
か
ば
さ
く
ら
」
の
歌
に
充
て
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
作
歌
の
た
め
の
使
用
語
彙
と
し
て
、『
新
撰
六
帖
』

知
家
歌
は
『
古
今
六
帖
』
か
ら
「
か
ら
竹
」
と
い
う
語
を
継
承
し
た
と

想
定
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
樺
巻
の
笛
を
詠
む
こ
と
も
含
め
て
、「
か
ら

竹
」
は
、
こ
れ
以
後
も
歌
語
と
し
て
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、『
夫
木
抄
』
は
、「
か
ら
竹
」
題
の
歌
と
し
て
唯
一
、『
新
撰
六

帖
』
の
こ
の
歌
を
挙
げ
て
お
り）

注注

（
注

、『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
載
せ
て
い
な

い
。
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次
は
、
為
家
の
歌
で
あ
る
。

⑳
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
三
二
五
四
番
「
は
た
」

さ
ほ
ひ
め
の
お
り
か
け
さ
ら
す
う
す
は
た
の
か
す
み
た
ち
き
る
は

る
の
の
べ
か
な

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
一
帖
、
三
八
七
番
「
は
る
さ
め
」　

為
家

さ
ほ
ひ
め
の
た
つ
や
霞
の
う
す
ご
ろ
も
し
く
し
く
ぬ
ら
す
春
雨
ぞ

ふ
る

春
霞
の
情
景
を
、
春
の
女
神
で
あ
る
佐
保
姫
の
手
に
な
る
布
や
衣
に
見

立
て
る
こ
と
は
、
和
歌
表
現
と
し
て
常
套
で
あ
る
が
、『
古
今
六
帖
』
の

「
う
す
は
た
」
と
い
う
語
は
、
歌
に
は
ま
ず
見
ら
れ
な
い
。
当
該
歌
の
他

に
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る
平
安
期
の
例
は
、「
う
す
は
た
に
お
れ
る
衣

は
夏
き
て
も
は
る
の
か
け
つ
つ
を
し
ま
れ
し
か
な
」（
夫
木
抄
・
巻
第
三

十
三
・
雑
部
十
五
・
一
五
五
〇
四
・
祐
挙）

注（

（
注

・
衣
／
家
集
）
が
挙
げ
ら
れ

る
程
度
で
あ
る）

注注

（
注

。
為
家
は
、「
は
る
さ
め
」
題
の
歌
を
詠
む
に
際
し
、
ま

ず
、『
古
今
六
帖
』
の
「
う
す
は
た
の
か
す
み
」
の
立
つ
「
は
る
の
の

べ
」
を
想
起
し
、「
う
す
は
た
」
か
ら
「
う
す
ご
ろ
も
」
を
発
想
し
た
の

で
は
な
か
っ
た
か
。
実
は
、
前
掲
『
夫
木
抄
』
に
載
る
祐
挙
の
「
う
す

は
た
」
の
歌
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
う
す
ご
ろ
も
」
の
用
例
も
、

春
か
ら
夏
へ
と
い
う
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
夏
の

到
来
に
比
重
を
置
い
て
詠
ん
で
い
る
も
の
が
目
に
付
く
。
た
と
え
ば
、

「
た
ち
の
こ
る
か
す
み
の
そ
で
の
う
す
ご
ろ
も
こ
れ
も
や
け
ふ
の
な
ら
ひ

な
る
ら
ん
」（
明
日
香
井
和
歌
集
《
雅
経
》・
八
七
九
）
は
、「
詠
五
十

首
」
の
中
の
「
夏
十
」
冒
頭
に
位
置
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
単
に
語
句

の
組
み
合
わ
せ
の
み
な
ら
ず
、「
う
す
は
た
」「
う
す
ご
ろ
も
」
を
詠
み

な
が
ら
、
春
と
い
う
季
節
に
軸
足
を
置
く
と
い
う
点
か
ら
も
、
為
家
が

『
古
今
六
帖
』
の
歌
本
文
を
特
に
意
識
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
得
る

で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
夫
木
抄
』
は
、『
古
今
六
帖
』
の
こ
の
「
は
た
」

題
の
和
歌
を
「
霞
」
題
に
収
め
て
い
る）

注注

（
注

。

最
後
に
、
信
実
の
歌
を
挙
げ
よ
う
。

㉑
『
古
今
六
帖
』
第
五
帖
、
二
六
四
八
番
「
い
は
で
お
も
ふ
」

こ
こ
ろ
に
は
し
た
ゆ
く
水
の
わ
き
か
へ
り
い
は
で
思
ふ
ぞ
い
ふ
に

ま
さ
れ
る

＊
『
新
撰
六
帖
』
第
五
帖
、
一
六
一
九
番
「
わ
ぎ
も
こ
」　

信
実

行
く
み
づ
の
わ
き
は
か
へ
れ
ど		

わ
ぎ
も
こ		

に
い
は
で
お
も
ふ
と

し
ら
せ
や
は
せ
ん

こ
の
『
古
今
六
帖
』
の
歌
は
、『
紫
明
抄
』『
河
海
抄
』
と
い
っ
た
『
源

氏
物
語
』
の
古
注
釈
書
に
は
引
用
さ
れ
る）

注注

（
注

が
、
歌
学
書
類
に
は
ま
ず
見

出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
ほ
う
が
、
口
に
出
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し
て
思
う
よ
り
も
つ
ら
い
」
と
い
う
『
古
今
六
帖
』
の
歌
に
対
し
、『
新

撰
六
帖
』
信
実
歌
は
、
反
語
を
用
い
て
「
口
に
出
さ
ず
に
心
の
中
で
激

し
く
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
彼
女
に
伝
え
た
り
は
し
な
い
」
と
詠
む
。

「
い
は
で
お
も
ふ
」
つ
ら
さ
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
相
手
に
「
し
ら

せ
」
る
こ
と
な
ど
し
な
い
、
と
い
う
内
容
は
、『
古
今
六
帖
』
歌
に
対
す

る
切
り
返
し
と
も
受
け
取
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
信
実
は
、『
古
今
六

帖
』
の
歌
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
わ
ぎ
も
こ
」
と
い
う
語
を
加
え
て
、『
新

撰
六
帖
』
の
歌
題
に
適
う
よ
う
に
一
首
を
仕
立
て
て
い
る
。

四　
ま
と
め

以
上
、『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
が
『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
和
歌
本
文
を
も
参
看
し
て
作
歌
し
た
で
あ
ろ
う
形
跡
を
、『
古

今
六
帖
』
の
出
典
未
詳
歌
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
新

撰
六
帖
』
の
五
人
の
作
者
、
家
良
・
為
家
・
知
家
・
信
実
・
光
俊
は
、

程
度
こ
そ
異
な
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、『
古
今
六
帖
』

の
和
歌
本
文
を
踏
ま
え
て
作
歌
し
た
ら
し
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
用
例
が
す
べ
て
で
は
あ
る
ま
い
。
今

後
も
引
き
続
き
、『
古
今
六
帖
』
と
『
新
撰
六
帖
』
と
の
詳
細
な
表
現
比

較
、
さ
ら
に
は
『
新
撰
六
帖
』
諸
本
の
伝
本
レ
ベ
ル
で
の
検
討
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
類
題
和
歌
集
の
基
本
的
な
使
い
方
、
す
な
わ
ち
、「
作
歌
の
手

引
き
書
」
と
し
て
『
古
今
六
帖
』
を
参
看
す
る
場
合
と
し
て
、
同
題
の

歌
を
作
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
表
現
や
内
容
の
意

識
的
な
「
ず
ら
し
」
や
「
切
り
返
し
」
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
当

然
と
い
え
ば
当
然
の
作
歌
法
で
あ
ろ
う
。

一
方
、『
古
今
六
帖
』
の
歌
題
と
は
異
な
る
歌
題
の
和
歌
を
詠
む
場
合

も
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
歌
題
を
越
え
て
、
語
彙
や
表
現
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、『
新
撰
六
帖
』
の
作
者
は
、『
古
今

六
帖
』
の
和
歌
全
体
を
、
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
歌
題
ご
と
に
表
現
を
見
る
、
元
来
の
「
作
歌
の

手
引
き
書
」
か
ら
の
飛
躍
で
あ
り
、
藤
原
定
家
『
詠
歌
大
概
』
に
言
う

《
本
歌
取
り
》
の
心
得）

注注

（
注

に
通
底
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
本
歌
が
認
識
さ
れ

て
こ
そ
の
本
歌
取
り
で
あ
る
が
、『
新
撰
六
帖
』
の
こ
の
よ
う
な
歌
作
り

は
、『
古
今
六
帖
』
に
し
か
載
ら
な
い
そ
れ
ら
の
歌
の
表
現
を
、
当
時
の

歌
人
た
ち
に
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う）

注注

（
注

。

『
古
今
六
帖
』
が
、
す
べ
て
の
歌
の
作
者
を
明
記
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
、
古
く
か
ら
本
文
の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
稿

冒
頭
で
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
、『
新
撰
六
帖
』
は
、
明
示
さ
れ
た
作
者

名
に
加
え
、
整
然
と
し
た
構
成
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
来
て
、『
古
今

六
帖
』
は
、「
作
歌
の
手
引
き
書
」
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
代
わ
っ
て

『
新
撰
六
帖
』
が
そ
の
位
置
を
占
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
新
撰
六
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帖
』
の
五
人
の
作
者
た
ち
が
、
定
家
亡
き
後
の
鎌
倉
中
期
歌
壇
を
支
え

る
実
力
者
と
目
さ
れ
る
歌
人
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
影
響
力
の

強
さ
に
拍
車
を
掛
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
て
『
古
今
六
帖
』
は
、
ひ
と
つ
の
役
目
に
終
止
符
を
打
っ
た

と
し
て
、
そ
の
後
、
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
の
は
十
四
世
紀
以
降
で
あ

ろ
う
。『
夫
木
抄
』『
歌
枕
名
寄
』
は
、『
古
今
六
帖
』
を
も
、
独
自
の
視

点
か
ら
分
類
し
よ
う
と
す
る
。『
古
今
六
帖
』
の
享
受
の
あ
り
方
が
、
実

証
的
研
究
へ
と
移
行
し
て
い
き
、
そ
の
潮
流
は
、
江
戸
期
の
国
学
者
に

よ
る
出
典
考
証
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
く）

注注

（
注

。『
古
今
六
帖
』
の
伝
本
が
ほ

と
ん
ど
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
現
象
の
原
因
の
一
端
を
、
中
世

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
こ
の
よ
う
な
六
帖
題
和
歌
の
享
受
の
あ
り
方
に

垣
間
見
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

注

注
１	

『
新
編
国
歌
大
観
』
古
今
和
歌
六
帖
解
題
（
橋
本
不
美
男
氏
・
相
馬
万
里

子
氏
・
小
池
一
行
氏
）
に
拠
る
。

注
２	

注
１
に
同
じ
。

注
３	

早
く
は
亘
理
睦
子
氏
「
古
今
和
歌
六
帖
研
究
―
摂
取
面
に
お
け
る
源
氏

物
語
引
き
歌
と
の
関
係
―
」（『
日
本
文
學
』
第
二
〇
巻
、
一
九
六
三
年

三
月
）、
近
年
で
は
、
藪
葉
子
氏
『『
源
氏
物
語
』
引
歌
の
生
成
―
『
古

今
和
歌
六
帖
』
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
四

月
）、
田
中
智
子
氏
「『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
四
帖
《
恋
》
か
ら
『
源
氏
物

語
』
へ
―
〈
面
影
〉
項
を
中
心
に
」（『
新
た
な
る
平
安
文
学
研
究
』
青

簡
舎
、
二
〇
一
九
年
十
月
）
な
ど
が
あ
る
。

注
４	

『
新
編
国
歌
大
観
』
新
撰
和
歌
六
帖
解
題
（
安
井
久
善
氏
）
に
拠
る
。

注
５	

な
お
、
両
者
の
歌
題
の
対
応
を
詳
細
に
検
討
し
た
佐
藤
恒
雄
氏
「
新
撰
六

帖
題
和
歌
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
』
第
一

部
第
四
十
九
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
。
後
に
、『
藤
原
為
家
研
究
』〈
笠
間

書
院
、
二
〇
〇
八
年
九
月
〉
所
収
。）
に
は
、「『
新
撰
和
歌
六
帖
題
』
は

『
古
今
和
歌
六
帖
題
』
に
準
拠
し
な
が
ら
も
、
若
干
題
を
削
除
し
、
ま
た

か
な
り
の
題
を
追
加
し
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
６	

『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
歌
集
を
網
羅
的
に
検
す
る
と
と
も
に
、
室
城
秀

之
氏
著
、
和
歌
文
学
大
系
45
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
上
）（
明
治
書
院
、
平

成
三
十
年
五
月
）、
同
46
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
下
）（
同
、
令
和
二
年
十

一
月
）
の
脚
注
、
お
よ
び
『
古
今
和
歌
六
帖
』（
上
）
の
出
典
追
補
一
覧

を
参
照
し
た
。

注
７	

『
古
今
六
帖
』
の
出
典
未
詳
歌
に
着
目
し
て
、
そ
の
受
容
史
を
探
る
と
い

う
視
点
は
、
近
年
に
お
い
て
も
、
田
口
暢
之
氏
「
藤
原
重
家
の
述
懐
歌
―

『
古
今
和
歌
六
帖
』
所
収
歌
と
の
関
連
―
」（『
和
歌
文
学
大
系
』
月
報

56
、
第
四
六
巻
付
録
、
令
和
二
年
十
一
月
）
に
見
ら
れ
る
。

注
８	

以
下
、
和
歌
本
文
の
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
編
国
歌
大

観
』
に
依
る
。
傍
線
・
囲
み
線
は
筆
者
が
付
し
た
。

注
９	

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
九
、
一
三
六
七
〇
番
。

注
10	

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
八
、
一
三
三
八
二
番
「
蘰
」
題
。

注
11	
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
八
、
二
四
〇
九
番
。

注
12	
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
三
十
、
七
六
四
三
番
。

注
13	
『
定
家
八
代
抄
』
巻
第
一
、
春
歌
上
、
五
九
番
。

注
14	

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
五
、
四
三
二
二
番
「
須
磨
」
題
。
た
だ
し
、
結
句

を
「
お
も
は
ず
も
が
な
」
と
す
る
。
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注
15	
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠
る
。

注
16	
ち
な
み
に
、「
う
き
を
い
と
ふ
」
と
い
う
表
現
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
を

検
す
る
限
り
、『
新
撰
六
帖
』
以
前
に
は
、『
千
載
集
』
の
「
つ
ら
し
と
も

う
ら
む
る
か
た
ぞ
な
か
り
け
る
う
き
を
い
と
ふ
は
君
ひ
と
り
か
は
」（
恋

五
・
九
三
一
・
祐
盛
法
師
・
恋
歌
と
て
よ
め
る
）
の
一
首
を
見
出
す
の
み

で
あ
る
。

注
17	

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）「
か
お－

ど
り
」
の
項
の
補
注
は
、「
中

古
以
後
お
お
む
ね
、「
か
お
ど
り
」
の
語
義
を
、「
か
お
ば
な
」
と
同
じ
く
、

容
姿
の
美
し
い
鳥
と
考
え
て
い
る
」
と
し
、
雉
の
雄
や
鴛
鴦
な
ど
の
諸
説

を
列
挙
し
て
い
る
。

注
18	

以
上
の
本
文
異
同
は
、
各
伝
本
の
影
印
に
拠
る
。

注
19	

『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠
る
。

注
20	

『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
二
雑
部
十
四
、
一
五
四
五
二
～
一
五
四
五
六
番
。
な

お
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
『
古
今
六
帖
』
三
三
六
四
番
歌
は
、
結
句
が

「
し
ら
す
べ
し
や
は
」
に
な
っ
て
い
る
。

注
21	

『
万
葉
集
』
巻
第
七
、
一
三
六
四
（
一
三
六
〇
）
番
、
巻
第
十
一
、
二
四

七
三
（
二
四
六
九
）
番
。

注
22	

詳
し
く
は
、
拙
稿
「『
古
今
六
帖
』
出
典
未
詳
歌
注
釈
稿
―
第
六
帖
（
17
）

椎
～
山
萵
苣
―
」（『
社
会
科
学
』
第
四
十
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
八
年

八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
23	

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
で
も
、
用
例
は
ま
ず
『
古
今
六
帖
』
の

こ
の
和
歌
を
挙
げ
る
。

注
24	

本
文
の
引
用
は
、『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
拠
る
。

注
25	

『
続
後
撰
集
』
巻
第
十
二
、
恋
歌
二
、
七
三
九
番
。

注
26	

『
夫
木
抄
』
は
、『
古
今
六
帖
』
一
六
六
一
番
歌
を
、
巻
第
二
十
五
、
雑
部

七
、「
を
の
の
み
な
と
、
伊
勢
」
題
、
一
一
八
九
六
番
に
、『
新
撰
六
帖
』

一
〇
四
〇
番
歌
を
、
巻
第
二
十
三
、
雑
部
五
、「
な
が
れ
え
、
未
国
」
題
、

一
〇
六
八
四
番
に
置
く
。
ま
た
、『
歌
枕
名
寄
』
は
、
巻
第
十
七
伊
勢
海

篇
、「
湊　

付
流
江
」
題
に
、『
古
今
六
帖
』『
新
撰
六
帖
』
の
和
歌
を
と

も
に
収
め
る
（
順
に
四
七
〇
四
・
四
七
〇
六
番
）。
た
だ
し
、『
古
今
六
帖
』

歌
の
出
典
は
『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
さ
れ
る
。

注
27	

「『
古
今
六
帖
』
本
文
の
変
容
と
享
受
―
伊
勢
の
「
雪
中
の
筍
」
題
の
屏

風
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
文
化
情
報
学
』
第
八
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二

年
十
月
）。

注
28	

『
古
今
六
帖
』
二
七
四
四
番
歌
は
、
素
寂
『
紫
明
抄
』
に
も
載
る
が
、
第

四
句
を
「
ひ
と
よ
ま
せ
な
る
」
と
す
る
。

注
29	

『
夫
木
抄
』
巻
第
十
一
、
秋
部
二
、
四
三
二
六
番
。

注
30	

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
八
、
雑
歌
十
、
一
三
二
五
九
番
。

注
31	

『
新
撰
六
帖
』
に
も
、
も
ち
ろ
ん
「
ざ
ふ
の
思
」
と
い
う
歌
題
が
あ
り
、
光

俊
は
「
お
も
は
じ
と
思
ふ
に
も
に
ぬ
お
も
ひ
こ
そ
お
も
ふ
に
た
が
ふ
お
も

ひ
な
り
け
れ
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
光
俊
歌
に
は
、『
古
今

六
帖
』
同
題
所
収
の
「
お
も
へ
ど
も
お
も
は
ず
と
の
み
い
ふ
な
れ
ば
い
ま

は
お
も
は
じ
お
も
ふ
か
ひ
な
し
」（
二
一
三
二
番
）、「
わ
れ
を
お
も
ふ
人

を
お
も
は
ぬ
む
く
ひ
に
や
わ
が
お
も
ふ
人
の
わ
れ
を
お
も
は
ぬ
」（
二
一

三
三
番
）
と
い
っ
た
歌
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
『
古
今
集
』
巻
第
十
九
の
誹
諧
歌
（
一
〇
三
九
・
一
〇
四
一
番
）

で
あ
る
。

注
32	

『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
二
、
雑
部
十
四
、
一
五
二
二
一
番
。
第
四
句
「
ふ

く
ふ
え
も
」。

注
33	
『
夫
木
抄
』
巻
第
九
、
夏
部
三
、「
荒
和
祓
」
題
、
三
八
二
九
番
。

注
34	
『
万
葉
集
』
巻
第
十
二
、
二
八
六
七
（
二
八
五
六
）
番
、
巻
第
十
三
、
三

二
五
〇
（
三
二
三
六
）
番
。

注
35	

『
新
後
撰
集
』
巻
第
五
、
秋
歌
下
、
四
二
七
番
。
第
二
句
「
日
ご
と
に
ふ

れ
ば
」。
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注
36	
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
一
、
山
階
篇
、
二
八
一
番
。

注
37	
『
新
後
拾
遺
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一
、
九
九
五
番
。

注
38	
『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
十
五
、
四
一
四
一
番
。

注
39	

佐
藤
恒
雄
氏
注
５
論
文
に
よ
れ
ば
、『
新
撰
六
帖
』
の
歌
題
は
、『
古
今
六

帖
』
の
物
名
と
し
て
詠
ま
れ
や
す
い
題
が
除
か
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と

い
う
。
物
名
歌
の
よ
う
な
言
語
遊
戯
の
和
歌
は
、
当
時
の
好
尚
に
合
わ
な

か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

注
40	

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
十
八
、
雑
歌
十
、
一
三
二
七
五
番
。

注
41	

「
祐
挙
」
は
、
一
条
朝
の
歌
人
、
平
祐
挙
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
平
祐
挙
覚

え
書
き
」（『
語
文
研
究
』
第
八
十
二
号
、
平
成
八
年
十
二
月
）、
同
「
平

祐
挙
の
歌
―
一
条
朝
和
歌
の
一
側
面
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
第
七

十
五
号
、
平
成
九
年
十
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
い
ず
れ
も
後

に
、『
平
安
中
期
私
家
集
論
―
歌
人
・
伝
本
・
表
現
―
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
七
年
二
月
）
所
収
。

注
42	

『
新
編
国
歌
大
観
』
所
収
歌
集
の
範
囲
内
で
は
、
そ
の
他
、
江
戸
期
の
歌

が
三
例
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
な
お
、『
袖
中
抄
』
第
十
九
、
九
七
七
番
で

は
、
当
該
歌
の
第
三
句
を
「
う
つ
は
た
の
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
語
義

未
詳
な
が
ら
、『
令
集
解
』
神
祇
・
孟
夏
条
に
見
え
る
「
宇
都
波
多
」
か
。

注
43	

『
夫
木
抄
』
巻
第
二
春
部
二
、
五
四
八
番
。

注
44	

『
源
氏
物
語
』
横
笛
巻
と
東
屋
巻
に
一
箇
所
ず
つ
引
用
さ
れ
る
が
、『
源
氏

物
語
』
の
引
き
歌
と
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
下
句
「
い
は
で
思
ふ
ぞ
い
ふ
に

ま
さ
れ
る
」
に
依
拠
し
て
い
る
。

注
45	

「
以
二
同
事
一
詠
二
古
歌
之
詞
一
、
頗
無
レ
念
歟
［
以
レ
花
詠
レ
花　

以
レ
月
詠
レ

月
］。
以
二
四
季
歌
一
詠
二
恋
・
雑
歌
一
、
以
二
恋
・
雑
歌
一
詠
二
四
季
歌
一
、
如
レ

此
之
時
無
下
取
二
古
歌
一
之
難
上
歟
。」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
歌
論
集
』

に
拠
る
）。

注
46	

『
新
撰
六
帖
』
の
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
現
存
和
歌
六
帖
』
で
は
、
歌
題
は

『
古
今
六
帖
』
に
倣
い
な
が
ら
、『
古
今
六
帖
』
の
出
典
未
詳
歌
と
の
表
現

上
の
関
わ
り
は
薄
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
現
存
和
歌

六
帖
』
の
編
纂
意
図
や
当
時
の
歌
壇
の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注
47	

山
本
明
清
校
注
『
古
今
和
歌
六
帖
標
注
』
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
で

あ
ろ
う
。

［
附
記
］
本
稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本

伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20

期
研
究
会
第
３
研
究
（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
近
世

か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
三
年
度
）
の
一
部
で
あ
り
、
冬
の

研
究
集
会
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
九
日
）
に
て
行
っ
た
研
究
発
表
の

内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
髙
橋
美
都
氏
、
藤
島
綾
氏
に
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

 

な
お
、
用
例
収
集
に
際
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』CD

-RO
M

版V
er.2

と
と
も
に
、
竹
田
正
幸
氏
（
九
州
大
学
大
学
院
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究

院
）
作
成
の
文
字
列
解
析
器
〝e-CSA

	V
er.2.00

〟
を
使
用
し
た
。

（
ふ
く
だ　

と
も
こ
・
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
教
授
）




